
課  

生 ス 学  

生システム学 、 の 業を担 に る 会 の を に置き、 と人

間 会の持続 な調 ・ 生を大 に な ら、実用および 研究の から すること きる 者・研究

者を 成 す

物 デ イン部

機 学、物理 学、 学などのよ な を に 、 な物 をデ イン 、 の保 人 の

に 立 実用 なデ イス と 用する実 を修 す

料・ 学部

料プ セス、 ネ ・資 工学、 学などのよ な を に 、 ・ ネ ーと から

料 資 を に 、 に る実用研究を す実 を修 す

生物工学部

生物学、ナ 料 学、 イ テク ジーなどのよ な を に 、生き物の ら 機 を

明 、実 会 立 と 用する実 を修 す

ッ ンポ ー

後 生システム学 、 と人間 会の持続 な調 ・ 生と から の在 を

そ とする 案 を持 、「物 デ イン」、「 料・ 学」および「生物工学」に関する の と

の 発 を 研究活動に に取 人 を 入 す 入学 に 、修 文の学

献 および学会等にお る 文などの発 実 を す



ス 学  

「 工学・生 工学」、「 ネ ー 工学・計 工学」、「メ ト ニクス・ ット工学」の に 、

の研究・ 発に取 こと な 者および研究者を 成 す らに、 の と広

を わせ 、急 に複 する機 工学の進 を 、こ らの を 合・ きる な研究 と

を 備 人 を 成 す

工学・生 工学部

次 の の く を担 工 、生 および 料 などの研究 発を通 業 と る機 の設

計・計 ・ 、 料 および 種データの 理手 などに関する と実 を修 することを と す

ネ ー 工学・計 工学部

に調 ネ ー 置および な計 ・ 機 の研究 発を通 ネ 保 に な

ネ ー 、分析 、 、センシン 、 、データマイニン などに関する と実 を修 するこ

とを と す

メ ト ニクス・ ット工学部

人間生活 会を かにする人 などの 種 ットの研究 発を通 ットに利用 る機 、機 設

計・ 作、機 、 種センサによる計 などに関する と実 を修 することを と す

ッ ンポ ー

後 機 システム工学 、生 現 に 、 引する研究者・ 発 者を 成する から、 レ

ベ の に 、 ーダーシップに 人 を求 す その と 、修 文の学 成 と学会

等にお る発 実 、 らに 研究成 の 会 献 を す



デ 学  

工学、 工学および 報工学に関 する 、 に く関係 な ら発 す この な状 に

レクト ニクス、 報通信 およびマ メデ アの３ の に 、ハー ウェアに関する と

ソフトウェアに関する を 備 、 界の を ー きる広 と を備 、実 発 者・

研究者を 成 す

レクト ニクス

料の生成 の検 、 な機 料の 出とその 用、アナ 集 路、 理 、 機 、 など、

機 を 成する 料 その に関する研究・ 発に取 す そ 、 会・ 業の となるハー ウェア

と の レクト ニクスに関する と実 を修 す

報通信

伝 、 報理 、通信ト ック理 、 動ソフトウェア ージェント等、 報通信 なシステムの研

究・ 発に取 す そ 、 会と ら の ン ュータ 用を すソフトウェアと の 報通信 に関す

る と実 を修 す

マ メデ ア

ン ュータ フ ックス、ソフト ン ューテ ン 、計 等、人間と 報システムの関わ を に

な 出に関する研究・ 発に取 す そ 、 な 報メデ アとネットワークからなるマ メデ

アに関する と実 を修 す

ッ ンポ ー

後 報メデ ア工学 に進学するに 、 する 報メデ ア工学分 の進 を 、自ら

の研究を に 置 る、広 かせ せ 、 ーム 研究する の ーダーと の資

す こ らの と 、修 文の学 成 の なら 、学会等にお る発 実 を す



デ ン学

計画、 設計、 、 ・ 料、 ・設備の にお る な に 、自ら

を発 、 を 理・ 、持 る と な発 を 使 立案実行 きる の 発、 、広 と

の と、 なる する研究、 作、 発にお 実 に活動 きる を修 、次 の研

究分 設計分 を き、 な 界を 案 きる、研究者、 、 者を 成 す

計画

にお る とその 間の 、 ア 求 ら る を 間 ミュニテ の を、 計

画 計画、 計画、 く の から分析 、保健・ ・ 分 との にお 、調査・分析・ 案する

な を修 す

設計

・ ・インテ ア 間のデ イン とその に 、 会・文 ・ との関わ から分析 、 な

の とに 間を する 案 を修 す

な文 の を、 界 な 調査・研究 、その保 生プ ジェクトを実 する な

を修 す

・ 料

・ ンク ート ・ およびその複合 の 向上の に関する研究・ 発 実

施・ 及に資する な を修 す

・設備

を と に 、 発生の 理 メ ニ ム、 を調査・分析 、 な の検 とそ

の の検証を通 、 を な 間を 出する設計手 に関する 案 を修 す

ッ ンポ ー

後 デ イン学 求 る入学者 、本 る教 に 感 、 広 と を

とに、次 の研究分 設計分 を する を 人 す その を かる と 、自

らの 案を に伝 るプレ ンテーシ ン と、修 文の学 成 、学会等にお る発 実 を す
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